
30
2015 2-3月号

31
2015 2-3月号

れとなく発信することにより、学生や
教職員に大学の方針を徐々に浸透させ
ることができます。
―― FBについてはいかがでしょう。

岡部　自ら放送大学のグループをつく
り、積極的に運営に関わっています。
本学は通信制のため、孤独を感じな
がら勉強している学生が多数います。
志を同じくする仲間との交流は学習へ
のモチベーションを高めますし、対面
コミュニケーションが苦手な学生が、
SNS上に自分の居場所を見いだすこと
もあるようです。
　入学時や試験前、課題提出の時期に
なると書き込みが活発ですね。学生同
士の勉強会や地方の学習センターがつ
くったものなど、20〜30のグループが
存在し、そこでのコミュニケーションも
活発です。
―― 特に印象に残っているSNS上の

出来事はありますか。

岡部　2011年３月の「バーチャル学位
記授与式」ですね。東日本大震災の影
響で学位記授与式が中止になり、学生
から「インターネット上でやろう」とア
イデアが出ました。発起人が、ツイー
トを１つの画面に表示するシステムを
つくり、参加を呼び掛けました。当時

副学長だった私も参加して、学長から
預かった祝辞を公開しました。このイ
ベントがきっかけとなってオフ会が開
催されるなど、リアルな交流も生まれ
ました。
―― ご自身が投稿する際に心掛けてい

ることはありますか。

岡部 ツイッターは即時性と拡散力が高
いSNSですから、断定的な書き方は避
けますし、必ず内容を読み直してから
投稿します。本当にこの文章を投稿し
ていいのかな、と常に考えます。SNS
でも現実社会でも、コミュニケーショ
ンの作法は同じです。相手の様子を観
察しながら話し方を変えるようにして
います。
　普通のやり取りでは絵文字も使い、
親しみやすさを心掛けています。自分
からの発信よりも、ほかの人への返信
が多いのですが、学長から突然、返事
が来るのはインパクトがあるようです。

―― ツイッター、FB以外にもSNSを

活用していますか。

―― 学長自らがSNSを使って学内外と

コミュニケーションを取るケースは少

ないと思います。きっかけを教えてく

ださい。

岡部　私は学内の情報基盤の整備と、
教育の情報化を推進する役割を期待さ
れて、2006年に放送大学に採用されま

した。着任当初からバーチャルキャン
パスのようなしくみをつくれないもの
かと考えており、その下準備のつもり
で2011年にツイッターとフェイスブック
（以下FB）を始めました。
　利用するうちに、ツイッターは情報
収集と広報に向いており、FBはグルー
プでのコミュニケーションに適してい
ると感じました。広報といっても告知
や宣伝ではなく、「放送大学とはこん
な大学です」と多くの人に伝える目的
で活用しています。

―― 具体的にどのような使い方をして

いらっしゃるのでしょうか。

岡部  ツイッターでは「放送大学」で
キーワード検索をして、表示されたつ
ぶやきを全て読みます。
―― 全てですか！？

岡部 ええ。量が多くて大変ですが、放
送大学に対する学生や一般の人の意
識を知るために毎日チェックしていま
す。例えば、「放送大学の事務はけし
からん」というつぶやきから、窓口の
対応が見えてきます。もちろん１件だ
けで判断するわけではありませんが、
立て続けに似た内容の投稿があれば、
担当部署の様子を確認し、改善を命じ
ます。言うなれば目安箱です。ツイッ
ターでアイデアをもらうこともありま
す。学長という立場上、放送大学に対
するさまざまな声を把握することは、
大切な仕事の一つだと思っています。
　また、ツイッターで自分の考えをそ

岡部 全員がFBを使うわけではありま
せんので、2014年10月から学内ネット
ワーク上で「談話室」という学内SNS
をスタートさせました。授業に関する
質問や意見を書き込んで、教員や仲間
とコミュニケーションを取るものです。
本学には15歳から90歳代までの約10万
人の学生が在籍しています。交流に積
極的なユーザーが1000人以上いたら、
本物のキャンパスの様相を呈するで
しょう。
　今後もSNSの特性を見極めながら、
目的に合ったものがあれば取り入れた
いと考えています。デジタル、ネット
ワークの情報をどんどんキャッチアッ
プして自ら使ってみたうえで、バー
チャルキャンパスづくりを推進したい
と思います。

放送大学

放送大学の岡部洋一学長は、ツイッターとフェイスブックを駆使して
ステークホルダーと積極的に交流している。
学生の悩みの解決、大学の特色発信などに取り組んでいる。

学生を勇気づけ、特色を発信する
学長のSNS活用術

プロの眼

大学の姿を多くの人に
伝える広報ツール

目安箱として
毎日ツイートをチェック

交流の場を広げて
疑似キャンパスをつくる
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　SNS上のコミュニケーションについ
て、最近気づいたことがある。大勢では
なく、特定の１人を対象とするメッセー
ジこそが、多くの人に共感をもたらすと
いうことだ。岡部学長は、SNS上で放
送大学に関心を寄せる一人ひとりに対
して、メッセージを送り続けている。投
稿者を励まし、大学の特色を伝え、誤
解を解く。そのやり取りは、多くの閲覧

者（ステークホルダー）に共感をもたら
している。
　SNSを活用している企業は、製品や
自社に対する投稿を組織的にウォッチ
し、顧客サポートなどに生かしている
が、岡部学長はそれを個人で行ってい
る。驚くべきコミュニケーション力であ
る。簡単ではないが、多くの大学関係
者に実践してもらいたい。

（株）リピート代表取締役 前澤太郎

取材協力：放送大学　岡部洋一学長

放送大学関係者であれば誰でも参加できる FB グループ。「おばけ」は岡部学長をキャラクター化したもの。

2011 年のバーチャル学位記授与式の様子。テキスト
による学歌の斉唱もあり、100人以上の参加があった。

※画像はフェイスブックグループ「放送大学」、岡部学長ツイッター、
　放送大学 WEB 学位記授与式（http://ouj0326.web.fc2.com/）から転載

学長の返事を通して放送大学で学ぶ楽しさが伝わる。
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開設時期 2011年1月

総ツイート数 13,357

フォロー数 3,065

（2015年1月22日現在）

フォロワー数 14,116
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ユーザー名 @__obake

※カバー画像は現在別のものが使われている


